
平成29年度決算について、統一的な基準に基づく財務書類を作成しました。

※「一般会計等財務書類」は一般会計のみ、「全体財務書類」は一般会計等に特別会計・企業会計など地方公営事業会計を加えたもの、「連結財務書類」は全体会計に一部事務組合など市の関連団体を加えたものになります。

　平成29年度末（平成30年3月31日）時点における資産と、その資産形成に必要な財源である負債及び純資産を表したものです。資産に対 　平成29年度中の資産形成に結びつかない行政活動に要した費用と、 　平成29年度中の純資産の変動要因を表したものです。純資産の増

する将来世代の負担（負債）と過去及び現役世代の負担(純資産）の割合を把握することができます。 使用料等の収入の関係を表したものです。官庁会計では捕捉できな 加は現役世代の負担によって将来世代の負担が減少したことを表し、

　一般会計等では、資産は約640億円となっており、そのうち有形固定資産が86.8％を占め、約556億円となっています。負債は約287億円 かった現金支出を伴わない費用(減価償却費など)も計上しています。 純資産の減少は反対に将来世代の負担が増加したことを表します。

となっており、資産のうち約44.9％が将来世代の負担であることを表しています。純資産は約353億円となっており、資産のうち約55.1％が 　一般会計等では、費用から収入を除いた純行政コストは約182億円 　一般会計等では、純資産は約2億円増加し、本年度末残高は約353

過去及び現役世代の負担であることを表しています。 となっています。 億円となっています。
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　平成29年度中の資金の動きを業務活動収支、投資活動収支、財務

活動収支の3つの区分で表したものです。なお、歳計外現金は本表の

●市民１人あたりで計算してみると… ※住民基本台帳人口：43,165人（平成30年1月1日時点） 欄外に表示します。

　一般会計等では、資金は約3億円増加し、歳計外現金を合わせた本

年度末現金預金残高は約13億円となっています。

貸借対照表（ＢＳ） （単位：千円） （単位：百万円）

一般 全体 連結 一般 全体 連結

1,483 2,052 2,113 666 1,031 1,042

818 1,021 1,071

1,483 2,052 2,113 1,483 2,052 2,113

行政コスト計算書（ＰＬ） （単位：千円） 純資産変動計算書（ＮＷ） （単位：千円） 資金収支計算書（ＣＦ） （単位：千円）

一般 全体 連結 一般 全体 連結 一般 全体 連結

430 666 751 813 1,010 1,065 6 △ 1 △ 1

8 43 45 5 11 6 21 56 59

421 623 706 818 1,021 1,071 28 55 58

422 626 710 31 61 65

※表中、表示単位未満は四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。
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一般会計等では…
・貸借対照表

1人あたりの資産は約148万円、負債は約67万円となっています。

・行政コスト計算書

1人あたりの純行政コストは約42万円となっています。

・純資産変動計算書

1人あたりの純資産は約82万円となっています。

・資金収支計算書

1人あたりの現金預金は約3万円となっています。
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